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松
尾
域
男

「
歴

程
」

一
九
八
四
年

納
本
着
彩

花
鳥
画
な
ど
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
作
者
で

あ
る
が
、
近
年
は
イ
ン
ド
、
中
国
を
何
度
か
訪
れ
、

か
の
地
に
取
材
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
こ

の
作
品
も
下
方
に
万
里
の
長
城
を
描
き
、
そ
れ
を

見
お
ろ
す
よ
う
に
、
金
色
の
空
に
無
数
の
竜
門
石

窟
の
小
仏
念
(
ぶ
つ
が
ん
)
を
配
し
て
、
は
る
か
な

中
国
の
悠
久
の
歴
史
を
表
れ
し
て
い
る
。

堅
山
南
風
に
師
事
し
、
院
展
で
活
躍
。
昭
和
五

十
四
年
に
は
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

八
千
代
市
に
永
く
住
み
、
千
葉
県
美
術
界
に
大
き

く
貢
献
し
、
昭
和
六
十
年
度
千
葉
県
教
育
功
労
者

の
表
彰
を
受
け
た
。

●



みる・かたる・つくる

今
年
度
収
蔵
作
品
展
第
Ⅲ
期
は
、

2
部
に
分
け
て
構
成
し
、
順
次
展

示
替
え
を
行
な
い
な
が
ら
、
収
蔵

作
品
を
展
覧
し
て
い
ま
す
。

第
1
部
「
風
景
画
の
世
界
」
は
、

日
本
画
、
洋
画
、
版
画
の
3
分
野

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
各
作
家
に

ょ
っ
て
、
様
々
に
と
ゝ
つ
え
ら
れ
表

現
さ
れ
て
い
る
〃
風
景
〃
の
魅
力

を
御
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

主
な
展
示
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

○
日
本
画

南
画
の
小
室
翠
雲
に
師
事
し
た

田
岡
春
径
の

「
幽
」
 
、
現
代
日
本

画
壇
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
で

あ
る
東
山
魁
夷
の

「
春
雪
」
 
、
「
秋

深
」
 
、
創
画
会
の
第
一
人
者
で
あ

る
吉
岡
聖
二
の

「
淳
」
 
、
日
本
表

現
派
を
創
立
し
、
日
本
画
の
フ
ォ

ー
ヴ
ィ
ス
ム
と
も
い
う
べ
き
画
風

で
注
目
さ
れ
る
岩
崎
巴
人
の

「
波

淳
岩
礁
図
」

の
ほ
か
、
峯
岸
魂
山

人
「
九
十
九
谷
」
 
、
関
主
税
「
澗

声
」
 
、
後
藤
純
男
「
山
門
雨
後
」

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

鷺
の
い
る
風
景
」
 
、
椿
貞
雄
「
鋸

山
か
ら
見
た
房
総
半
島
」
 
、
山
本

不
二
夫
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
風
景
」
 
、

笹
岡
了
一
「
秋
麗
芦
の
湖
」
 
、
桜

田
精
一
「
冬
の
並
木
道
」
 
、
松
本

秋
美
「
a
s
p
e
t
青
a
○
○
」
 
、
溝
口
七
生

「
高
原
の
樹
々
」
 
、
斎
藤
捷
夫
「
海

辺
の
光
景
」
 
、
高
森
登
志
夫
「
絵

画
」
な
ど
。
水
彩
で
は
、
浅
井
忠

「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
森
」
 
、

大
下
藤
次
郎
「
青
梅
」
 
、
白
滝
幾

吉岡聖二「溝」

○
洋

画

油
彩
で
は
、
カ
ミ
ー
ユ
・
コ
ロ

ー
「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
風

景
」
、
浅
井
忠
「
藁
屋
根
」
、
松

岡
寿
「
森
と
小
川
」
 
、
都
鳥
英
喜

「
巴
里
郊
外
サ
ン
ク
ー
ル
」
 
、
石

井
柏
亭
「
安
倍
川
」
 
、
間
部
時
雄

「
田
園
風
景
」
 
、
安
井
曽
太
郎
「
熱

海
附
近
」
、
梅
原
龍
三
郎
「
皇
居
」
、

原
勝
郎
「
京
橋
」
 
、
石
橋
武
治
「
白

●

小堀 進「霞ヶ浦」 梅原龍三郎「皇居」

之
助
「
伊
国
ア
シ
シ
」
 
、
中
林
傭

「
冬
の
風
景
」
 
、
加
藤
源
之
助
「
秋

の
山
(
大
和
初
瀬
村
)
」
 
、
長
谷
川

良
雄
「
高
等
工
芸
学
校
西
裏
通
り
」
 
、

中
西
利
雄
「
南
仏
風
景
」
 
、
小
堀

進
「
霞
ケ
浦
」
 
、
三
橋
兄
弟
治
「
ト

レ
ド
早
春
」
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

○
版

画

カ
ラ
ー
メ
ゾ
テ
ィ
ン
ト
に
よ
る

独
自
の
世
界
を
築
き
、
国
際
的
に

高
く
評
価
さ
れ
る
浜
口
陽
三
の
「
パ

リ
の
屋
根
」
 
、
繊
細
で
詩
情
あ
ふ

れ
る
木
版
画
作
品
を
発
表
し
た
星

蓑
一
の

「
野
の
木
㈹
」
、
「
枯
革
の

風
景
㈲
」
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

星 嚢- 「野の木(A)」

=
特
別
展
=
=
=

フ
ラ
ン
ス
名
画
展

-
講
習
会
・
語
る
会
も
盛
況
-

本
展
は
昭
和
0
0
年
8
月
2
3
日
か

ら
9
月
1
 
6
日
ま
で
開
か
れ
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
1
 
8
世
紀
か
ら
約
世
紀
前

半
ま
で
の
近
代
絵
画
の
流
れ
を
体

系
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
、
各
傾

向
各
作
家
ご
と
に
解
説
パ
ネ
ル
を

設
け
、
ね
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。

9
月
1
日
、
洋
画
家
・
松
沢
茂

雄
氏
に
よ
る
美
術
講
演
会
が
開
か

れ
た
。
近
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
絵
画

が
ど
の
よ
う
な
作
家
た
ち
に
よ
り

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
、
ス
ラ

イ
ド
を
交
え
て
講
演
さ
れ
た
。
1
4

日
に
は
、
洋
画
家
・
花
香
利
治
氏

を
講
師
と
し
、
美
術
を
語
る
会
が

開
か
れ
た
。
印
象
派
の
画
家
た
ち

の
活
動
の
軌
跡
を
日
仏
両
国
の
時

代
背
景
と
対
比
し
な
が
ら
解
説
さ

れ
た
。
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
近
代

美
術
の
理
解
に
有
益
な
内
容
で
、

本
展
を
一
層
意
義
深
い
も
の
と
し
た
。



●

は
そ
の
テ
ー
マ
に
と
り
く
ん
だ
最

初
の
大
作
で
、
出
身
地
愛
知
県
の

文
楽
人
形
を
題
材
と
し
て
い
る
。

3
体
の
人
形
の
表
情
、
向
き
、
着

物
の
形
な
ど
が
渦
を
巻
い
て
い
る

よ
う
な
画
面
構
成
で
、
時
間
と
空

間
を
超
え
て
漂
う
人
形
の
幻
想
的

な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

佐
藤
忠
良

「
ラ
ッ
プ
帽
」

みる・かたる・つくる

第
2
部
で
は
、
昭
和
0
0
年
度
に

新
た
に
収
蔵
し
た
作
品
を
中
心
に
、

日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
、

版
画
の
5
分
野
を
展
覧
し
て
い
ま

す
。
(
会
期
中
展
示
替
え
を
行
な

い
ま
す
。
)
、

主
な
作
家
と
作
品
の
紹
介

大
森
達
夫
「
時
空
往
還
」

一
九
全
年

紙
・
着
彩

大
正
6
年
愛
知
県
に
生
ま
れ
、

創
画
会
で
活
躍
。
新
制
作
協
会
展

新
作
家
賞
、
山
種
美
術
館
賞
展
大

賞
な
ど
を
受
賞
。
船
橋
市
に
在
住
。

作
者
は
各
地
の
伝
統
芸
能
を
取

材
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
伝
わ

る
祭
り
の
中
の
人
々
の
熱
気
を
画

面
に
表
れ
そ
う
と
し
て
き
た
。
現

在
は
文
楽
人
形
を
描
い
た
作
品
を

多
く
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
作
品

大森達夫「時空往還」

佐
藤
忠
良
「
ラ
ッ
プ
帽
」

一
夫
二
年

ブ
ロ
ン
ズ

明
治
4
5
年
宮
城
県
に
生
ま
れ
、
東

京
美
術
学
校
に
学
ぶ
。
新
制
作
協
会

展
で
活
躍
し
、
高
村
光
太
郎
賞
、
芸

術
選
奨
文
部
大
臣
賞
、
中
原
悌
二
郎

貨
な
ど
を
受
賞
。
パ
リ
・
ロ
ダ
ン

美
術
館
で
開
催
し
た
個
展
で
国
際

的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。

こ
の
作
品
は
、
一
連
の
帽
子
シ

リ
ー
ズ
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
、

高
さ
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
の

小
さ
な
首
で
あ
る
が
∵
一
切
の
装

飾
的
な
も
の
を
取
り
去
っ
た
、
無

駄
の
な
い
、
均
斉
の
と
れ
た
フ
ォ

ル
ム
に
は
、
密
度
の
高
い
、
ず
っ

し
り
と
し
た
重
さ
が
あ
る
。

舟
越
保
武
「
婦
人
像
」

一
九
全
年

ブ
ロ
ン
ズ

大
正
元
年
岩
手
県
に
生
ま
れ
、
東

京
美
術
学
校
に
学
ぶ
。
新
制
作
協
会

展
で
活
躍
し
、
高
村
光
太
郎
賞
、
中

原
悌
二
郎
賞
、
芸
術
選
奨
文
部
大
臣

賞
な
ど
を
受
賞
。
「
原
の
城
」
を

口
-
マ
法
王
に
寄
贈
し
、
勲
章
を

授
か
る
。
ま
た
、
「
巨
岩
と
花
び

ら
」

で
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ

ブ
賞
を
受
賞
。

端
正
な
美
貌
(
び
ぼ
う
)
の
女
性

像
を
多
く
制
作
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
静
か
な
、
慈
し
み
深
い
ま

な
ざ
し
を
し
て
い
て
、
そ
の
像
自

体
に
高
い
品
格
が
そ
な
れ
っ
て
い

る
よ
っ
を
印
象
さ
え
受
け
る
。
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
丹
念
に
彫
ら
れ
て

●

い
る
。
こ
の
作
品
は
、
昨
年
の
第

4
9
回
新
制
作
協
会
展
に
出
品
さ
れ

た
。

会
田
宮
康
「
青
銅
双
烏
置
物
」

鋳
金

明
治
3
4
年
館
山
市
に
生
ま
れ
、

山
本
安
曇
に
師
事
。
日
展
及
び
工

彩
会
展
で
活
躍
。
商
工
省
工
芸
展

商
工
大
臣
賞
、
日
展
特
選
な
ど
を

受
賞
。
「
日
本
古
印
新
改
」
な
ど

の
著
書
が
あ
る
。

こ
の
作
品
は
工
彩
会
展
に
出
品

さ
れ
た
。
作
者
は
魚
や
鳥
を
よ
く

扱
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
鳥
の
形

を
単
純
化
し
て
、
一
羽
ず
つ
鋳
造

し
て
か
ら
台
に
取
り
付
け
た
作
品

で
あ
る
。
向
い
合
う
二
羽
の
向
き

が
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
ほ

ほ
え
ま
し
い
。

「婦人像」

会田富康「青銅双烏置物」

=
企
画
展

=

今
関
啓
司
展

-
初
め
て
の
本
格
的
な
回
顧
展
-

9
月
1
 
9
日
か
ら
的
月
1
 
3
日
ま
で

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
の
第
1
 
5

回
展
と
し
て
開
催
し
た
。
個
性
派

の
時
代
と
呼
ば
れ
た
大
正
期
か
ら

昭
和
前
期
に
活
躍
し
た
今
関
啓
司

に
つ
い
て
、
初
の
本
格
的
な
回
顧
展

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
長
期
に
わ
た

る
調
査
で
確
認
で
き
た
遺
作
の
う

ち
、
油
彩
画
に
つ
い
て
は
3
4
点
総

て
を
展
示
、
他
に
水
墨
画
2
8
点
、

素
描
1
 
9
点
、
関
係
資
料
1
 
7
件
を
選

び
展
観
し
た
。
ま
た
、
9
月
2
8
日

第
3
回
美
術
を
語
る
会
、
「
今
関

啓
司
音
大
と
芸
術
-
」
を
開
催
。

遺
族
で
洋
画
家
の
今
関
一
馬
、
今

関
鷺
人
両
氏
の
話
を
中
心
に
、
昭

和
2
 
1
年
碧
戌
の
若
さ
で
な
く
な
っ

た
今
関
啓
司
を
偲
(
し
の
)
ん
だ
っ

当
日
、
映
画
「
今
関
啓
司
-
房
総

の
洋
画
家
-
」

(
県
教
委
制
作
)

も
併
せ
て
上
映
し
た
。



みる・かたる・つくる

昭
和
0
0
年
度
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
は
次
の
通
り
で
す
。

(
昭
和
飢
年
2
月
1
日
現
在
)

(
圃
]
∪

石
井
林
響
作
「
高
士
観
爆
」
(
絹
・

着
彩
)
他
8
点

大
森
達
夫
作
「
灯
翳
・
粛
婁
」

(
紙
・
着
彩
・
2
面
1
組
)

小
柳
吉
次
作
「
叢
」

(
キ
ャ
ン
バ

ス
・
油
彩
)

佐
藤
忠
良
作
「
ラ
ッ
プ
帽
」

(
ブ

ロ
ン
ズ
)

舟
越
保
武
作
「
婦
人
像
」

(
ブ
ロ

ン
ズ
)

大
国
丈
夫
作
「
ヨ
ガ
」

(
ブ
ロ
ン

ズ
)

堀
川
恭
作
「
聖
な
る
仔
立
」
(
木
)

山
崎
猛
作
「
木
馬
の
詩
」

(
ブ
ロ

ン
ズ
)

原
武
典
作
「
水
の
中
の
太
陽
㈲
」

(
真
鍋
へ
し
ん
ち
ゅ
う
)
)

久
保
田
似
通
作
「
さ
り
げ
な
く
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
)

六
崎
敏
光
作
「
暖
流
」

(
ブ
ロ
ン

ズ
)

島
田
勝
喜
作
「
少
女
と
鳥
」

(
ブ

ロ
ン
ズ
)

山
本
正
道
作
「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
)

梅
原
正
夫
作
「
な
か
よ
し
」

(
ア

ル
ミ
)

三
木
俊
治
作
「
行
列
」

(
ブ
ロ
ン

ズ
・
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
)

金
田
雄
作
作
「
ノ
/
B
e
d
R
8
ヨ
ミ
N
氏

邸
見
取
図
よ
り
」
(
ブ
ロ
ン
ズ
)

酒
井
良
作
「
時
を
刻
む
」

(
石
)

高
田
大
作
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
(
石
)

津
田
信
夫
作
「
荒
驚
」

(
鋳
金
)

他
5
点

会
田
富
康
作
「
青
銅
双
鳥
置
物
」

(
鋳
金
)

鈴
木
治
平
作
「
湿
原
の
詩
」

(
鍍

金
)

津
田
永
寿
作
「
烏
の
花
器
」

(
鋳

金
)寄

贈

次
の
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

冨
取
町
子
氏
よ
り

冨
取
風
堂
作
「
施
鯉

(
其
一
)
」

(
絹
・
着
彩
)
他
3
2
点

横
尾
芳
月
氏
よ
り

横
尾
芳
月
作
「
熱
海
風
景
」

(
紙
・

着
彩
)

他
2
点

村
松
ノ
ブ
氏
よ
り

村
松
乙
彦
作
「
菊
人
形
」

(
紙
・

着
彩
)
他
2
点

大
森
達
夫
氏
よ
り

大
森
達
夫
作
「
時
空
往
還
」

(
紙
・

着
彩
)

松
尾
敏
男
氏
よ
り

松
尾
敏
男
作
「
歴
程
」
(
紙
・
着
彩
)

荒
谷
直
之
介
氏
よ
り

赤
城
泰
舘
作
「
風
景
」
(
紙
・
水
彩
)

安
西
順
一
氏
よ
り

高
村
光
太
郎
差
出
書
簡
一
遇

宮
島
ト
メ
氏
よ
り

宮
嶋
美
明
作
「
慾
望
」

(
キ
ャ
ン

バ
ス
・
油
彩
)
他
1
点

日
野
耕
之
祐
氏
よ
り

日
野
耕
之
補
作
「
黒
い
雲
」

(
キ

ャ
ン
バ
ス
・
油
彩
)

堀
川
恭
氏
よ
り

堀
川
恭
作
「
丸
い
フ
ォ
ル
ム
」
(
木
)

原
式
典
氏
よ
り

原
式
典
作
「
水
の
中
の
太
陽
㈲
」

(
真
鍋
)

久
保
田
倣
通
氏
よ
り

久
保
田
倣
適
作
「
若
き
悩
み
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
)

六
崎
敏
光
氏
よ
り

六
崎
敏
光
作
「
香
風
」
(
ブ
ロ
ン
ズ
)

山
本
正
道
氏
よ
り

山
本
正
道
作
「
エ
ト
ル
リ
ア
の
壷
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
)

梅
原
正
夫
氏
よ
り

梅
原
正
夫
作
「
母
と
子
」

(
ブ
ロ

ン
ズ
)

三
木
俊
治
氏
よ
り

三
木
俊
治
作
「
北
国
か
ら
の
男
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
)

会
田
富
康
氏
よ
り

会
田
冨
康
作
「
蓋
の
あ
る
青
銅
壷
」

(
鋳
金
)

津
田
永
寿
氏
よ
り

津
田
永
寿
作
「
幾
星
霜
」

(
鋳
金
)

牛
玖
健
治
氏
よ
り

牛
玖
健
治
作
「
作
品
発
芽
」

(
う

る
し
版
)
他
5
点

園
園
閏

千
葉
県
総
務
部
管
財
課
よ
り

村
松
乙
彦
作
「
空
」
(
紙
・
着
彩
)

富
取
風
堂

「
葛
西
風
景
」

第
九

回

千
葉
県
移
動
美
術
館

-
身
近
か
で
実
物
を
見
る
喜
び
-

館
の
収
蔵
作
品
を
巡
回
展
示
す

る
移
動
美
術
館
は
今
回
で
9
回
目

を
迎
え
た
。
今
回
は
八
千
代
市
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
9
月
n
日

̃
2
3
日
)

と
君
津
市
役
所
5
階
大

ホ
ー
ル

(
9
月
2
6
日
̃
1
0
月
1
 
5
日
)

を
会
場
と
し
て
開
催
し
た
。
展
示

作
品
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
・
版
画
に
わ
た
る
3
9
作

家
4
8
点
。

地
元
両
市
で
は
本
展
の
効
果
を

あ
げ
る
た
め
、
開
催
時
間
の
配
慮

等
を
は
じ
め
様
々
な
工
夫
が
見
ら

れ
た
。

ま
た
鑑
賞
者
か
ら
の
反
響
も
多

く
、
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
・

近
く
で
鑑
賞
で
き
た
・
も
っ
と
多

く
の
作
品
を
見
た
い
・
今
後
も
開

い
て
ほ
し
い
等
、
本
展
を
通
し
て

美
術
へ
の
深
い
関
心
が
う
か
が
お

れ
た
。

4



か
た
る
・
つ
く
る

美
術
を
語
る
会

〃
か
た
る
〃
活
動
の
一
環
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
た

「
美
術
を
語

る
会
」

は
、
特
別
展
や
企
画
展
に

関
連
し
た
話
題
を
と
り
あ
げ
、
毎

回
、
特
色
あ
る
講
師
を
招
き
、
多

彩
な
語
り
合
い
が
さ
れ
て
い
る
。

第
3
回
美
術
を
語
る
会
は
、
9

月
2
8
日
に
開
か
れ
た
。
企
画
展
「
今

関
啓
司
展
」

に
伴
い
、
今
関
一
馬
、

今
関
驚
人
両
氏
よ
り
芸
術
家
・
父

親
と
し
て
の
今
関
啓
司
像
が
語
ら

れ
、
会
場
に
は
洋
画
家
の
倉
田
三

郎
氏
、
原
精
一
氏
も
出
席
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
今
関
の

〃
人
と
芸
術
〃
が
話
し
合
ね
れ
た
。

H
月
0
0
日
に
は
第
4
回
美
術
を

語
る
会
が
「
子
供
の
創
造
活
動
」

の
テ
ー
マ
で
本
館
学
芸
課
副
主
査
・

高
村
照
夫
が
話
題
を
提
供
し
た
。

当
日
は
児
童
画
関
係
の
団
体
展
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
子
供
と
造
形

に
つ
い
て
熱
心
な
語
り
合
い
が
行

な
わ
れ
た
。

第
5
回
は
2
月
1
日
に
開
か
れ

る
。
本
館
研
究
員
の
村
田
哲
朗
氏

を
む
か
え
、
「
浅
井
忠
と
従
征
画

稿
」

に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
成
果

の
発
表
や
、
浅
井
の
生
涯
な
ど
に

つ
い
て
語
ら
れ
る
。

第3回 美術を語る会

美
術
館
研
究
員
会
議

=
中
間
報
告
=

美
術
館
研
究
員
会
議
は
美
術
館

の
専
門
的
・
技
術
的
な
事
項
に
関

す
る
研
究
を
行
な
う
た
め
に
置
か

れ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
テ
ー
マ

の
一
つ
と
し
て
、
近
代
洋
画
の
先

駆
者
、
浅
井
忠
が
書
き
記
し
た
日

清
戦
争
従
軍
記
「
従
征
画
稿
」

の

解
明
を
通
し
て
、
浅
井
忠
の
生
涯
、

及
び
彼
の
芸
術
の
一
端
を
探
求
す

る
こ
と
と
し
た
。

今
年
度
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て

従
征
画
稿
の
翻
刻
を
研
究
員
村
田

哲
朗
、
綿
貫
啓
一
の
両
氏
が
担
当
、

他
の
研
究
員
は
、
同
画
稿
の
ス
ケ

ッ
チ
等
に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め

て
い
る
。
第
2
団
会
議
は
2
月
1

日
凹
に
開
催
さ
れ
る
。

みる・かたる・つくる

(
情
報
資
料
室
か
ら
)

新
着
図
書
案
内

へ
美
術
一
般
)

新
潮
世
界
美
術
辞
典

世
界
の
現
代
美
術

日
展
史
1
5

明
治
文
化
史

8

明
治
洋
画
史
料

懐
想
篇

(
絵
画
)

加
藤
栄
三
画
集

世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
0
0

田
中
一
村
作
品
集

古
き
町
に
て

(
版
画
)

石
井
鶴
三
版
画
集

浜
口
陽
三
の
世
界

へ
書
道
)

書
道
史
年
表

中
国
書
道
辞
典

へ
彫
刻
)

屋
外
彫
刻

舟
越
保
武

へ
工
芸
)

ガ
レ
の
ガ
ラ
ス
芸
術

現
代
陶
芸
家
名
鑑

の
彫
刻
作
家
を

調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
〃

◇
佐
藤
忠
良
作
品
集

現
代
美
術
社
.
8
0

1
2
5
P

3
8
叩

年
譜

◇
舟
越
保
武
作
品
集

講
談
社
.
8
2

醐
P

3
6
C
m

年
譜

日
嗣
四
国
間
回
国
間
隔

●
千
葉
大
学
教
育
学
部
美
術
科
卒

業
制
作
展2

月
4
日
̃
2
月
9
日

●
第
2
0
回
千
葉
大
学
学
生
書
道
展

2
月
4
日
̃
2
月
9
日

●
第
3
8
回
千
葉
県
小
中
高
校
書
初

展
覧
会

2
月
4
日
̃
2
月
9
日

●
第
1
 
0
画
業
美
会
展
覧
会

2
月
4
日
̃
2
月
1
 
6
日

●
子
ど
も
造
形
展

2
月
n
日
̃
2
月
1
 
6
日

●
第
H
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
月
u
日
̃
2
月
2
3
日

●
親
子
絵
画
展

2
月
n
日
̃
2
月
1
 
6
日

●
第
9
回
唱
和
会
書
展

2
月
1
 
8
日
̃
2
月
2
3
日

●
幕
張
北
高
校
書
道
コ
ー
ス
卒
業

制
作
展

2
月
1
8
日
̃
2
月
2
3
日

●
群
臨
書
人
展

2
月
2
5
日
̃
3
月
2
日

●
書
星
選
抜
展

2
月
2
5
日
̃
3
月
2
日

●
和
洋
女
子
大
学
書
道
卒
業
展

(
雁
鴻
会
展
)

2
月
2
5
日
̃
3
月
2
日

●
昭
和
0
0
年
度
第
1
 
7
回
千
葉
市
民

美
術
展
覧
会

3
月
4
日
̃
3
月
2
3
日

●
第
3
3
回
書
星
教
育
部
展

3
月
2
5
日
̃
3
月
0
0
日

●
第
1
 
2
回
武
蔵
野
美
術
大
学
校
友

会
千
葉
県
支
部
展

4
月
8
日
̃
4
月
1
 
3
日

●
エ
テ
ロ
ク
リ
ッ
ト
展

4
月
8
日
̃
4
月
1
 
3
日

●
レ
リ
ー
フ
展

4
月
8
日
̃
4
月
2
0
日

●
第
2
3
回
全
日
本
書
の
友
の
会
総

合
書
道
大
展
覧
会

4
月
1
 
5
日
̃
4
月
2
0
日

●
千
葉
等
迦
展

4
月
2
2
日
̃
4
月
2
7
日

●
第
6
回
千
葉
美
術
工
芸
展

4
月
2
9
日
̃
5
月
n
日

●
第
1
国
表
美
展

4
月
2
9
日
̃
5
月
5
日

●
第
1
 
3
回
千
葉
新
協
展

4
月
2
9
日
̃
5
月
5
日

●
日
本
書
道
ペ
ン
字
教
育
記
念
展

5
月
7
日
̃
5
月
口
日

●
第
1
 
2
回
歩
会
彫
刻
展

4
月
2
9
日
-
5
月
n
日

●
第
1
 
0
回
墨
の
県
展

5
月
1
3
日
̃
5
月
1
8
=

●
第
3
1
回
二
科
会
千
葉
支
部
展

5
月
2
0
日
̃
5
月
2
5
日

●
二
紀
会
千
葉
支
部
展

5
月
2
0
日
̃
5
月
2
5
日



みる・かたる・つくる

県
民
の
芸
術
創
作
活
動
の
広

場
と
し
て
、
み
る
・
か
た
る
・

つ
く
る
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と

に
本
館
で
行
お
れ
て
き
た
実
技

講
座
も
、
昭
和
5
 
1
年
度
か
ら
早

1
 
0
年
を
迎
え
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
当
初
絵
画
と
版
画
実
技

講
座
の
2
種
類
で
始
ま
っ
た
講

座
も
、
県
民
の
様
々
な
御
要
望

縫実技講座を戚

に
よ
り
各
種
講
座
を
随

時
開
設
し
、
本
年
度
は

1
 
0
種
・
2
2
期
、
延
9
7
日

間
に
れ
た
り
実
施
し
ま

し
た
。
1
月
末
ま
で
に

行
っ
た
講
座
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(
入
門
講
座
)

日
本
画
(
宮
沢
一
雅
)

デ
ッ
サ
ン

(
㈲
羽
生
智

樹
・
㈲
戸
田
健
夫
・
㈲

五
十
嵐
光
昭
)
洋
画
(
㈲

太
田
洋
三
・
㈲
根
岸
茂

行
・
㈲
渡
辺
晋
)

版
画

(
平
野
正
房
)

彫
塑
(
久

保
浩
)

七
宝
焼
(
長
南

(

)

は
講
師
名
・
敬
称
略

各
講
座
と
も
熱
心
な
制
作
が
展

開
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
次
の
3
名

の
受
講
後
の
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト

よ
り
紹
介
し
ま
す
。

◎
洋
画
入
門
講
座
(
4
2
歳
・
主
婦
)

家
庭
で
は
風
景
、
静
物
な
ど
自

分
で
モ
チ
ー
フ
を
見
つ
け
勉
強
し

て
い
ま
す
が
、
裸
婦
は
美
術
館
を

利
用
し
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て

い
る
人
の
絵
を
見
る
こ
と
も
大
変

勉
強
に
な
り
ま
す
の
で
、
講
座
数

を
増
し
て
い
た
だ
き
自
由
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
講
座
に
な
る
よ
う

念
願
し
て
い
ま
す
。

募
集
し
て
い
ま
す

日

誌

抄

光
男
)
陶
芸
(
清
野
一
郎
)
書

芸
(
宇
津
木
雀
声
)

て
ん
刻
(
霊

園
鴻
甫
)

(
研
修
講
座
)

日
本
画
(
松
原
道
男
)
洋
画
(
㈲

篠
崎
輝
夫
・
㈲
高
橋
規
矩
治
郎
・

㈲
天
野
三
郎
)
陶
芸
(
神
谷
紀

雄
)
書
芸
(
種
谷
扇
舟
)

て
ん

刻
(
霊
園
鴻
甫
)

◎
陶
芸
入
門
講
座
(
5
9
歳
・
女
)

土
を
こ
ね
、
下
絵
を
描
き
、
粕

を
つ
け
、
陶
器
を
作
り
上
げ
る
の

は
大
変
面
白
く
、
ま
た
非
常
に
難

し
く
も
あ
り
、
初
心
者
な
が
ら

●

奥
の
深
さ
を
感
じ
る
次
第
で
す
。

現
在
お
茶
を
習
っ
て
お
り
、
自

作
の
抹
茶
茶
碗
で
お
茶
を
い
た
だ

く
と
、
自
ず
と
味
も
違
っ
て
く
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

今
後
更
に
土
に
馴
染
み
、
陶
芸

を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

◎
版
画
入
門
講
座
(
3
2
歳
・
男
)

以
前
か
ら
銅
版
画
に
興
味
が
あ

り
参
加
し
ま
し
た
が
、
予
想
以
上

に
手
順
や
技
法
が
複
雑
で
困
惑
し

ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
作

品
が
出
来
上
が
っ
た
時
の
喜
び
は

ひ
と
し
お
で
し
た
。
今
後
版
画
を

は
じ
め
絵
画
を
鑑
賞
す
る
時
に
は
、

今
ま
で
の
よ
う
に
一
観
覧
者
と
し

て
で
は
な
く
、
技
法
な
ど
の
表
現

方
法
を
実
作
者
の
視
点
に
立
っ
て

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
の

開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

園
舎
工
入
門
講
座

期
日

2
月
1
 
8
日
㈹
̃
2
2
日
㈲

申
込
締
切

2
月
8
日
㈲

か
ね
て
よ
り
皆
様
か
ら
御
要
望
の

あ
り
ま
し
た
金
工
入
門
講
座
を
本

年
度
新
設
し
ま
し
た
。
今
回
は
鈴

木
冶
平
氏

へ
東
京
芸
大
教
授
)
を

講
師
に
招
き
、
特
に
鍍
金
の
基
礎

的
な
技
法
に
つ
い
て
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

圏
書
芸
研
修
講
座
㈲

期
日

2
月
2
5
日
㈹
・
2
6
日
㈱

講
師

浅
見
錦
龍
氏

(
県
美
術

会
常
任
理
事
)

申
込
締
切

2
月
1
5
日
㈲

受
講
希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
に

希
望
講
座
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
学
芸
課
普
及

班
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

了
・
2
2

博
物
館
実
習

(
2
7
日
ま

で
、
1
 
4
名
、
在
学
大
学

」
東
京
家
政
学
院
大
学
・

お
茶
の
水
女
子
大
学
・

国
士
舘
大
学
・
和
洋
女

子
大
学
・
武
蔵
野
美
術

大
学
・
大
正
大
学
・
日

本
女
子
大
学
・
実
践
女

子
大
学
)

7
・
2
6
̃
2
7

美
術
館
夏
季
大
学

8
・
2
3

特
別
展
「
フ
ラ
ン
ス
名

画
展
」

(
9
月
1
 
6
日
ま

で
)

9
・
1

第
二
回
美
術
講
演
会

(
講
師
松
沢
茂
雄
氏
)

9
・
7

第
二
回
美
術
館
協
議
会

9
・
n

第
九
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
(
八
千
代
市
、
2
3

日
ま
で
)

9
・
1
4

第
二
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
花
香
利
治
氏
)

9
・
1
 
9

企
画
展
今
関
啓
司
展

(
1
 
0
月
1
 
3
日
ま
で
)

9
・
2
6

第
九
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
(
君
津
市
、
1
0
月

1
5
日
ま
で
)

9
・
2
8

第
三
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
今
関
一
馬
・
今

関
驚
人
両
氏
)

n
・
3
0

第
四
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
当
館
副
主
査
高

村
照
夫
)


